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【動機】

部でドミノ牌を使い、仕掛けを工夫したピタゴラスイッチの制作を行った。200回を超える試行錯
誤と撮影を繰り返す中で、ドミノ牌の間隔と倒れる速さのベストな関係はあるのか、ドミノ牌の
倒れる速度はどのくらいなのか、倒れながらドミノ牌は傾斜のある坂を上がることはできるのか
など、様々な疑問が生まれてきたため、今回の実験を行うことにした。

【方法】

ピタゴラスイッチの制作で用いた高さ６ｃｍの木製ドミノ牌を実験に使った。床材・間隔・斜面
の傾斜を違えて、ドミノ牌を並べ、120fpsで10回撮影後、5枚ごとの倒れた時刻を記録し、このデ
ータを元に速さを求め比較してみた。 また、球の初速を均一にするために，おもりを自然落下さ
せ，ひもでつなげたゲートを持ち上げる方法を用いた。

【結果】

ドミノ牌5個目までにみられる急激な加速と、ドミノ牌20個を超えたあたりからは，加速が少なく
なり，速度も徐々に一定の値が保たれる傾向が見られた。今回用いたドミノ牌では，間隔３から
４ｃｍ，ヨガマットでの速度が全体的に速いことがわかった。

【まとめ】

ドミノ牌5個目までにみられる現象は，後ろから寄りかかるドミノ牌の個数の増加による力の和と
考え、また、倒れたドミノ牌が急に増えるため、急激な加速が起こると結論づけた。また、ドミ
ノ牌の数がさらに増えると、加速が少なくなり，速度も徐々に一定の値(約110cm/s)が保たれる傾
向が見られたが、これを Ｎ番目のドミノ牌の Ｆｎ の力として、考察し、まとめてみた。

【展望】

帰納法と三角関数を用いて倒れるドミノ牌に加わる力を考える手法を広げていきたい。そして、
見ごたえのある仕掛けの詰まったピタゴラスイッチ装置の制作を極め楽しみたいと思う。そのた
めに、ドミノ牌をＳ字カーブや円弧の曲線に並べた場合の，ドミノ牌の間隔と速さの関係性・運



動の様子をさらに調べていきたい。
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